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校庭等の芝生化につ

いては、地域住民が中心

となり、芝生化を通じて

学校を支える地域づく

りをめざすことを目的

に、平成17年度よりモ

デル事業として大阪市

でスタートしました。 

以降、平成21年度か

ら24年度まで、大阪府

と連携を図りながら地

域との交流の促進・環境

学習の促進等に寄与す

る取組みとして市内43

校で実施してきました。 

 

今月の紙面から 

1面 校庭等の芝生化事業 

2面 花・みどり・公園レポート 

3面 公園愛護会紹介 

4面 花と緑の相談・講習会等のお知らせ 

と連携を図りながら地

域との交流の促進・環境

学習の促進等に寄与す

る取組みとして市内43

校で実施してきました。 

この事業を地域密着型

の事業としてより充実

を図るため、平成26年

度からは、区の事業とし

て、各区の実情に応じ

て、子どもが緑の中で遊

べる環境をつくり、 

 

て、子どもが緑の中で遊

べる環境をつくり、地域

でのコミュニケーショ

ンの活性化をめざす、

「校庭等の芝生化事業」

として実施しています。 

子どもたちが芝生の

上を裸足で駆け巡り、肌

で緑を感じてもらうた

めには、地域の皆さんが

中心となり結成した実

行委員会により、芝刈り

や雑草の除草、灌水、施

肥など、日常的な維持管

理作業を行っていただ

平
成
２
６
年
８
月
３
日(

日)

、
東
淀
川
区
菅
原

小
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
方
々
が
校
庭
に
芝

生
を
敷
き
詰
め
ま
し
た
。 

写
真
は
、
８
月
１
２
日
撮
影
。
芝
生
は
順
調
に

育
っ
て
い
ま
す
。 

肥など、日常的な維持管

理作業を行っていただ

き、芝生を良好な状態に

保つ必要があります。 

また、緑化スペースの

限られた都市部におい

て緑化空間を確保し、ヒ

ートアイランド現象の

緩和にも繋がる芝生化

事業。 

緑の絨毯は、これから

市内全域に拡がってい

きます。 

平
成
２
６
年
８
月
２
日(

土)

、
住
吉
区
遠
里
小
野
小

学
校
で
、
地
域
の
方
々
が
校
庭
に
芝
生
を
敷
き
詰
め

ま
し
た
。
写
真
は
、
①
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
業

の
様
子
。
②
８
月
６
日
撮
影
。
③
８
月
１
８
日
撮
影
。

始
業
式
で
、
児
童
た
ち
の
反
応
が
楽
し
み
で
す
。 
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（２） 

 花・みどり・公園レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

天王寺区の緑化ボラ

ンティアグループ「グリ

ーナリー天王寺」は、自

分たちの学んだ知識を

地域に役立て、天王寺区

を花とみどりでいっぱ

いの美しい街にしたい

との思いから、区役所・

公園事務所と協力して、

ステップアップ楽習会

を企画されました。 

 

最終日を迎え、講義終了

後には、楽習会で学ばれ

た知識を役立てるため、

天王寺保健福祉センタ

ー分館で、花壇づくりに

挑戦されました。 

グループ代表の田原

さんは「楽習会を通じて

地域の緑化を進め、花と

みどりあふれる天王寺

区にしていきたいです」

と語っておられました。 

を企画されました。 

今年1月から月1回、

7ヶ月に渡り行われた

楽習会も、7月28日に

最終日を向え、 

花壇づくり実践中 

楽しい“楽習会” 

 都島区社会福祉協議会の要請により、6月から

11月に掛けて、都島区内在住の高齢者の皆さんを

対象とした牛乳パックによる寄せ植え講習会が行

われています。 

 この取組みは、区内の福祉会館や憩いの家など

8ヶ所の施設で実施され、講師は、都島区のグリ

ーンコーディネーター(GC)の皆さんが担当し、都

島花づくり広場で育てられた花苗を使用した講習

会となっています。 

7月23日(水)、府営内代住宅集会所で行われた

講習会では、傍島GC(写真)が講師となり、終始和

やかな雰囲気で進められ、参加された受講者の皆

さんは、にこやかに寄せ植えを楽しんでおられま

した。 

を見せてくれました。 

植え付け後、園児たち

から西区緑花会の皆さ

んへ「ありがとうござい

ました」と大きな声で感

謝の言葉を贈りました。 

西区緑花会の中山会

長は「花づくりを通して

地域の輪 

 西区の九条幼稚園で、

西区緑花会(緑化ボラン

ティア)の協力のもと、

種から育てる花づくり

がスタートしました。 

 ５月に、園児たちが初

めて種まき(マリーゴー

ルド)に挑戦し、6月に

は、土づくりとポットへ

の苗の移植を体験。大切

に育てた花苗は、7月

14日に手作りのペット

ボトルの鉢へ植え付け、

園児たちは満面の笑み

を見せてくれました。 

園児たちは、約２カ月緑

とを楽しみにしていま

す」と笑顔で話してくれ

ました。 

やさしく丁寧に 

立派に育ちました 

地域の輪の広がりを、肌

で感じる事ができ、大変

うれしく思います。また

園児たちが、秋の花づく

りも楽しみにしている事

を聞き、取組んで良かっ

たと思います。私も緑花

会の皆さんと協力し、秋

の花づくりに参加するこ

とを 
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西区には25の公園に、福島区には28の公園に、此花区には33の公園に、それぞれの愛護会があります。 

誰もが安心・安全に憩える公園と美化保全活動に加え、清掃活動などの取り組みを行っている公園をご紹

介します。 

廃線となった中央卸売

市場への引き込み線跡

地を、平成8年に公園と

して整備されました。    

野田緑道4丁目公園

愛護会は、平成22年に

愛護会が結成され、毎月

第1・第3土曜日に清掃

活動に取組まれていま

す。 

5月には、安全な刈払

機 

福島区にある野田緑

道公園は、昭和60年に

廃線となった中央卸売

市ｐ 

持ちよく利用していた

だけるように、これから

も美化活動を中心に取

組んでいきたいと思い

ます」と力強く語ってい

ただきました。 

す。 

5月には、安全な刈払

機を使った講習会を受

講され、これまで以上に

除草活動に力を入れて

おられます。 

村岡愛護会長は「公園

をきれいにする事で気

持ちよく 村岡愛護会長 講習会に参加された皆さん 

引き込み線跡地を憩いの公園に  西区の新阿波座公園は、ビジネス街の中にある公園

で平日のお昼休みの時間帯には、周辺企業の方たちの

貴重な憩いの場所となっています。 

愛護会では、毎月第1・第3日曜日に公園の美化活

動を行っている他、周辺企業の方々にも月に数回、公

園の清掃をしていただいています。 

 小野愛護会長は「ごみやたばこの吸い殻などが非常

に多く、利用者のマナーが悪い事で困っていますが、

愛護会のメンバーや、周辺企業の方たちの協力もあ

り、とても助かっています。ビルが立ち並ぶ中にある

貴重な公園として、これからも協力しながら楽しく活

動していきたいです」と 

話されていました。 

愛護会清掃(左上) 

企業の方々の清掃(右上) 

小野愛護会長(右) 

 此花区の千鳥橋公園

は、区民ホールや此花図

書館などの公共施設に

隣接し、樹木が多く緑豊

かな公園です。 

愛護会は、毎月第2・

第4日曜日に清掃活動

に取組まれている他、除

草活動は四貫島の地域

の方々と協力し活動し

ていただいています。 

ていただいています。 

中井愛護会長は「落ち

葉が多い季節や、暑い夏

の時期は大変です。特に

今年は熱中症に気をつ

けて活動し、なんとか乗

り切りました。皆さんと

共に、これからも頑張っ

ていきたいです」と笑顔

で話してくれました。 

中井愛護会長(下段中央)とメンバー 

暑い日は大変です！ 



公園事務所名 電話番号（06） FAX番号（06） 担当行政区等 

東部方面公園事務所 6941－1144 6943－6877 中央区（北部）、城東区、鶴見区（花博記念公園鶴見緑地を除く） 

真田山公園事務所 6761－1770 6761－1645 
中央区（南部）、天王寺区（天王寺公園を除く）、東成区、 

生野区 

西部方面公園事務所 6441－6748 6441－6797 福島区、此花区、西区 

港・大正公園事務所 6571－0552 6572―1663 港区（八幡屋公園を除く）、大正区 

南部方面公園事務所 6691－7200 6691－6976 阿倍野区、住吉区、東住吉区（長居公園を除く）、平野区 

北部方面公園事務所 6312－8121 6312－3403 北区、都島区（毛馬桜之宮公園のみ） 

十三公園事務所 6309－0008 6885－1591 西淀川区、淀川区、東淀川区 

城北公園事務所 6928－0005 6924－4209 都島区（毛馬桜之宮公園を除く）、旭区 

西南方面公園事務所 6771－2740 6772－4633 浪速区、住之江区、西成区 

花博記念公園事務所 6912－0650 6913－6804 花博記念公園鶴見緑地 

天王寺動物公園事務所 6771－8401 6772－4633 天王寺公園、天王寺動物園 

長居パークセンター 6694－9007 6696－7405 長居公園 

八幡屋スポーツパークセンター 6576－3460 6576－0080 八幡屋公園 

 

 

２日(火)  北 
２日(火) 東淀川 
２日(火) 住 吉 
３日(水) 天王寺 
３日(水) 平 野 
５日(金) 阿倍野 

10日(水)  港 
10日(水) 淀 川 

10日(水) 東 成 
10日(水) 鶴 見 
11日(木) 福 島 
11日(木) 浪 速 
12日(金) 中 央 
12日(金) 生 野 
12日(金) 西 成 
16日(火) 此 花 

花とみどりの相談車「ひとり・ふたり・

みどり号」による花と緑の講習会のお知ら

せです。（参加無料、雨天決行） 

 時間は、14:00～１５:30 です。 

９月３日(水) 東淀川区 北江口中央公園 

「シクラメンの栽培管理」 

９月４日(木) 西淀川区 姫島公園 

「シクラメンの栽培管理」 

９月５日(金) 東成区 東中本公園 

「秋バラを美しく咲かせる栽培管理」 

９月16日(火) 住吉区 沢之町公園 

「シクラメンと 

クリスマスローズの栽培管理」 

９月18日(木) 西区 本田公園 

「多肉植物の栽培管理」 

９月25日(木) 北区 堂島ふれあい広場 

「植物の殖やし方」 

９月30日(火) 東住吉区 平野白鷺公園 

「いろいろな寄せ植えの楽しみ方」 

16日(火)  旭 
16日(火) 住之江 
17日(水) 都 島 
17日(水) 大 正 
17日(水) 城 東 
18日(木) 西淀川 
24日(水)  西 
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時間:14:00～16:00 
月1回、区役所ロビー、会議室等で開催。詳しくは
下記の各公園事務所までお問い合わせください。 

7/23 西区での花と緑の
相談。 
グリーンコーディネータ
ーの森本さん(左)と中山
さん(右)にご協力いただ
きました。 

緑化普及広報紙「ひふみ」は 7000部発行し、1部あたりの発行単価(配布費用含む)は約６円です。 

※  今月は、 東住吉区役所では耐震工事のため花と緑の相談は開催しません。 
天王寺区は、天王寺区民センターで花と緑の相談を開催します。 

7/1 鯰江公園(城東区)

での花と緑の講習会。 

講師はグリーンコーディ

ネーターの浦野さん 

秋の七草を知っていますか？春の七草では七草粥を食べる行事

が行われているのでご存知の方も多いと思いますが、意外と知られ 

ていないのが秋の七草です。秋の七草は、

春の七草と違い、秋の野に咲く草花を見

て楽しむものです。 

また、万葉集の中で「秋の野に咲きた

る花を指折りかき数ふれば七草の花。萩 

の花、尾花、葛花、撫子の花、女郎花また藤袴、朝貌の花」と山上

憶良（やまのうえのおくら）が詠んだ歌が由来とされています。 

夏の暑さも少し和らいできた

この折、秋の訪れを探しに野山

へでかけ「秋の七草」を鑑賞し

てはいかがでしょうか？ 


